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多
く
の
人
か
ら
愛
唱
歌
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

「
赤
と
ん
ぼ
」を
作
詞
し
た
三
木
露
風
は
、
三
鷹
市

牟
礼
に
住
み
、
多
く
の
詩
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

三
鷹
が
村
の
時
代
や
町
の
時
代
か
ら
、
三
鷹
市

名
誉
市
民
で
あ
る
武
者
小
路
実
篤
や
山
本
有
三
、

あ
の
太
宰
治
を
は
じ
め
優
れ
た
作
品
を
残
し
た
文

学
者
が
三
鷹
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
三
鷹
市
に
な

っ
て
か
ら
60
年
、
歌
人
の
宮
柊し

ゅ
う
じ二
・
英
子
さ
ん
ご

夫
妻
、
大
岡
信ま

こ
と

・
怜あ

き
ら

さ
ん
親
子
な
ど
、
三
鷹
市
に

住
ん
だ
文
学
者
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
す
。
ま
た
、

市
内
の
国
際
基
督
教
大
学
出
身
の
高
村
薫
さ
ん
、

奥
泉
光
さ
ん
ら
の
活
躍
も
目
覚
ま
し
く
、
三
鷹
市

が
文
学
の
舞
台
に
な
っ
て
い
る
例
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
三
鷹
市
で
は
㈶
三
鷹
市
芸
術
文
化
振

興
財
団
と
共
催
で
、
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

と
し
て
17
人
の
文
学
者
を
特
集
し
た「
三
鷹
ゆ
か

り
の
文
学
者
た
ち
」展
を
三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
開
催
し
て
い
ま
す（
12
面
参
照
）。

本
展
で
は
、
三
鷹
市
在
住
の
芥
川
賞
作
家
で
あ

る
津
村
節
子
さ
ん
の
原
稿
な
ど
の
資
料
と
、
夫
で

あ
る
故
吉
村
昭
さ
ん
が
遺
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
事
実
上
最
初
の
太
宰
治
賞
を

受
賞
さ
れ
た
吉
村
昭
さ
ん
の
克
明
な
取
材
メ
モ
を

拝
見
し
て
、
私
は
、
多
く
の
歴
史
小
説
を
執
筆
さ

れ
た
吉
村
さ
ん
が
、
歴
史
的
事
実
と
謙
虚
に
対
峙

さ
れ
た
姿
勢
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

実
は
津
村
節
子
さ
ん
と
私
は
高
校
の
同
窓
で
あ

り
、
展
示
さ
れ
て
い
る
津
村
さ
ん
の
高
校
時
代
の

写
真
か
ら
、
制
服
が
当
時
も
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
セ

ー
ラ
ー
服
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
光
栄
に
思

い
ま
し
た
。
文
学
の
力
と
共
に
写
真
の
力
も
感
じ

ま
し
た
。

展
覧
会
は
12
月
19
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
、「
三
鷹
ゆ
か
り
の
文
学
者
た
ち
」展
で
、

三
鷹
市
の
文
学
の
息
吹
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

「
三
鷹
ゆ
か
り
の
文
学
者
た
ち
」展
が

も
た
ら
す
文
学
の
息
吹

市長コラム

三
鷹
市
長

津村節子さん（右）と会場に展示されている高校
時代の津村さんの写真の前で

　空気が乾燥する冬場は、火災が発生しやす
い季節です。市内での火災はここ数年、おお
むね同数で推移していますが（図1）、発生し
た火災の多くは12～3月に集中しています
（図2）。
　火災は、尊い命と財産を一瞬で奪う、恐ろ
しい災害です。一方で、市内で今年発生した
火災の大半がたばこの不始末や身近な生活用
品によるもので（図3）、日常生活のちょっと
した心がけで多くの火災を予防できることが
分かります。
　火災の予防は、一人ひとりが主役です。火
災を起こさない心がけと、万が一の時には素
早い通報と初期消火で被害を食い止め、悲惨
な火災のない、安心して暮らせる地域をみん
なで守っていきましょう。
防災課☎内線2284、三鷹消防署☎47-0119

　今年4月から、住宅用
火災警報器（住警器）の設
置が義務づけられました。
10月末現在、市内の設置
率は約80％です。まだ設
置していない方は、早急
に設置をお願いします。

　フライパンで油を加熱中、電話がかかって
きてその場を離れたまましばらく忘れてしまっ
た。住警器が鳴ったため慌てて台所に行くと、
火が内壁と天井の一部を焦がしていた。初期
消火した後、119番に通報。

　共同住宅の居住者が、電子レンジで調理中
にリビングで寝てしまい、料理が焦げた煙に住
警器が反応。本人は気づかなかったが、警報
音と焦げ臭いにおいに気づいた近所の人が119
番通報し、事なきを得た。煙式住警器

熱式住警器

住宅用火災警報器が火災を最小限に抑えた事例を紹介します。いずれも市内で
実際に起きた事例です。
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　冬場に多いストーブ（石油・電気）などの暖房器具による火災
は、古い器具を点検せずに使用した、燃えやすいものを近くに
置いた、使用中のまま外出したなど、ちょっとした油断や不注
意から起こるものが大半を占めています。こうした火災は、一
人ひとりの心がけで防ぐことができます。また、住宅用火災警

報器による早期発見も、被害の拡大防止に大きな成果を上げています。未設置の方はす
ぐに設置し、設置後は定期点検を忘れずにお願いします。
　そのほか、古紙や可燃ごみを指定の収集日・時間以外に集積所へ出すと放火につなが
るため、必ず収集日・時間を守ってください。地域の安心安全は自分たちで守りましょう。

三鷹消防署　消防係長兼一部大隊長　上條一彦さん

一人ひとりの心がけが　
まちを火災から守ります

　三鷹市は住宅が密集した地域が多く、それ
だけ火災の危険性も高いといえます。火災予
防は一人ひとりの心がけが何よりも大切。火
の始末をきちんとする、庭に燃えやすいもの
を置かないなど、各家庭で防火対策を行うよ
うにしてください。
　私たち消防団員は地域の防火の要として、火災時の消火活動はもち
ろん、防火や防災の啓発にも力を入れています。地域のみなさん、私た
ちと一緒に火災ゼロのまちをつくっていきましょう！

三鷹市消防団第四分団 分団長　比留間秀吉さん
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●年別の火災件数（図1）

※平成22年は10月31日現在。

たばこ
13件

その他
18件

 電気器具
（電気ストーブなど） 4件

ガステーブル4件
ライター3件放火（疑い含む）2件

※平成22年10月31日現在。

●平成22年中の市内の火災原因
　（図3）

●平成21年中の月別火災件数
　（図2）
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急に肌寒くなる
ことのある梅雨の
季節も要注意

火災原因の約30％が
たばこによるものです。

灰皿には水を入れる、ごみ箱・
ごみ袋に捨てる前に水をかける

など、確実に火を
消しましょう

火災ゼロを目指して、
地域で日々活動中！

必ず設置！！住宅用火災警報器

一人ひとりが主役です

みんなで防ごう！悲惨な火災みんなで防ごう！悲惨な火災
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